
文化財の保護と活用

～文化財に親しみ、郷土への愛着の心を未来へ継承～

文化財保護課
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本日の協議事項

文化財の保護・活用を通じ
市民や子供たちの
郷土愛を育む環境づくりについて



１ はじめに

文化財保護課では文化財を保存し未来に継承すること
により、市民（地域住民）が郷土に対して誇りと愛着を
もち、個性ある地域づくり・ひとづくりを実現すること
を目指しております。

子供たちが文化財について学び、郷土への関心・愛着
の心を持ち、未来に繋いでいくことで郷土への愛着が受
け継がれていくことから、文化財に触れ、学ぶ機会を提
供してまいります。



発掘体験 古代衣装体験 勾玉づくり体験

文化財の体験学習



２ 本市の文化財



有形文化財 建造物、絵画、彫刻、工芸品、古文書、歴史資料等

無形文化財 演劇、音楽、工芸技術

民俗文化財 衣食住、生業、信仰、風俗慣習、民俗芸能、民俗技術

記　念　物 遺跡、名勝地、動物、植物、地質鉱物

文化的景観 生活、生業、風土により形成された景観地　

伝統的建造物群 歴史的風致を形成している建造物群

文
化
財

市民共有の財産



前二子古墳（大室古墳群）
（国指定史跡）

臨江閣（別館）
（国指定重要文化財）

前橋市の文化財



横室の大カヤ
（国指定天然記念物）

ニホンカモシカ
（国指定特別天然記念物）

建物・史跡以外の文化財

ザゼンソウ
（市指定天然記念物）



清野町 野良犬獅子舞
（市指定重要無形民俗文化財）

岩神の飛石
（国指定天然記念物）

本市の指定・登録文化財
合計 ３５３件

本市の指定等区分別文化財 （R4.4.1）

合計

重 要 美 術 品 8 ―
合計 353

― 8

登録有形民俗文化財 1 ―
登録有形文化財 24 ― ― 24

― 1

名 勝 0 1 0 1
合 計 20 56 244 320

無形民俗文化財 0 2 21 23
天 然 記 念 物 2 3 13 18

無 形 文 化 財 0 0 0 0
有形民俗文化財 0 0 24 24

重 要 文 化 財 7 38 141 186
史 跡 11 12 45 68

指 定 名 称 国指定 県指定 市指定



３ 文化財保護課の業務



１０名（うち正規職員８名）

１１名（うち正規職員９名）

文化財保護課長

　文化財の保護、普及啓発、整備、維持管理等

　発掘調査、研究、収蔵、開発に伴う事前協議等

文化財保護係

埋蔵文化財係



古墳の除草作業 通学路の安全確保の
ための史跡除草作業

（作業後）

落枝等の危険箇所の
伐採作業

文化財保護係の業務の一部

普及啓発（出張授業）



※埋蔵文化財の包蔵地で民間開発等をする場合の届出

埋蔵文化財係の業務の一部

年　度 件数 調査面積

令和元年度 16 20,155

令和２年度 21 29,169

令和３年度 16 19,460

発掘調査件数の推移　　　（面積：㎡）

開発に伴う各種事前協議等件数

年度 包蔵地照会 93条届出※
試掘・

確認調査
立会調査 合計

令和元年度 2,827 805 42 25 3,699

令和２年度 2,798 795 44 36 3,673

令和３年度 2,895 790 44 40 3,769
照会地の確認

試掘の様子（畦が出土）



総社歴史資料館

総社地区の歴史を中心に展示

粕川歴史民俗歴史資料館

粕川地区の歴史を中心に展示

臨江閣

児童の社会科見学

展示・見学施設



天狗岩用水掘削時の様子をタブレットで体験をする児童

総社歴史資料館 リアル＆バーチャル体験



古代の土木用具（モッコ）を使った
土の運搬の体験をする児童

古代の土木用具（タコ）で
土を固める体験をする児童



粕川歴史民俗資料館の企画展

本市で唯一の刀鍛冶
高橋恒巌氏による銘切実演

※銘切（めいきり）…名前等を刻むこと

刀剣展示
前橋の刀工と刀剣 －前橋藩ゆかりの刀－



企画展講座
－膳城跡を歩く－

企画展講座
－白藤古墳群の垂下突帯付高坏とその系譜－



学校から配られたタブレットを活用して、
文化財保護課作成のパンフレット（いせきワールド2022）、
副読本を見る児童・生徒

タブレットによる学習



チョコレートをつかった
古代鏡（三角縁神獣鏡）を
つくる体験教室(左が本物）

阿久沢家住宅に
置いた糸車

(小学生の国語の教科書に
掲載の「たぬきの糸車」

とのコラボ）

体験講座

自然素材から手芸品を
つくる親子教室

（阿久沢家住宅）



上細井中西部遺跡群
№4現地説明会

総社古墳群調査現地説明会
（蛇穴山古墳トレンチ）

現地説明会



総社古墳群の現地説明会



前橋市の掲載数
全国２位
（700件）

（全国の自治体、大学、研究機関のうち）



４ 今後の取組に向けて



教育委員会各課との一層の連携

小学校への出張授業 児童文化センターと
連携した夏休み教室

山王小学校内から
発見された遺跡の説明会



都市計画部門との連携、臨江閣の活用事例

別館二階大広間（１８０畳）
和装販売会

本館２階和室（２０畳）
結婚披露宴



観光関連部門との一層の連携



総社地区の活用事例 旧本間酒造（国登録有形文化財）

秋元公歴史まつり

武者行列の武将

地元野菜販売

地元住民のフリマ
歴史まちづくり案



上野国府 復元イメージ（将来）

※上野国府の所在が将来の発掘調査で確定さ
れた際には、その付近に行くと、推定復元画
像を見る事が出来るようになる。

総社歴史資料館でＡＲ（実施中）

※実際に資料館に展示されている古墳の
石棺（レプリカ）に、タブレットやスマ
ホのカメラを向けると、古墳が造られた
当時の石室の様子（想像画像）を見る事
が出来る。

ＤＸの活用



松嶋基金を活用した説明板 市内に事業所を持つ
㈱日本キャンパックからの寄附による

大室古墳案内板

様々な財源の活用



５ 文化財の保護と活用に向けた課題



１０名（うち正規職員８名）

１１名（うち正規職員９名）

文化財保護課長

　文化財の保護、普及啓発、整備、維持管理等

　発掘調査、研究、収蔵、開発に伴う事前協議等

文化財保護係

埋蔵文化財係

文化財の適正な維持管理・研究には、学術的な専門性がある
職員の確保が必要



文化財保護従事職員のうち専門的知識を有する職員の比較

職員数（付属機関含）
うち専門的知識を
有する職員数

専門的職員の割合

前橋市教育委員会事務局　文化財保護課 ２２人 9人 41%
高崎市教育委員会教育部　文化財保護課 ７２人 ３７人 51%

参考

全国の中核市平均※ ２１．６人 １２．８人 59％
※文化審議会文化財分科会Ｈ29年度調査から（文化財関係課、付属機関）



文化財の適正な維持管理・研究には、学術的な専門性がある職員の
確保が必要



庁内職員への公募



正規の専門職員採用を開始

広報記事



県内中核市・特例市　文化財決算額

令和元年度 令和２年度

前橋市 325,109 147,051 144,911

高崎市 369,878 740,882 623,568

太田市 222,455 250,610 229,560

伊勢崎市 122,549 173,981 91,822

288,346 311,632

※対象自治体への照会、文化庁「地方における文化行政の状況について」から抜粋

※文化財決算額：施設整備・管理・修繕、発掘調査、土地買収、普及啓発、史跡環境整備等

※上記文化財決算額には「芸術関係」「美術館管理」経費は含まれていない。

人口（人）
R4.4月現在

文化財 決算額（千円）※

全国の中核市平均



文化財としての価値を維持しながらの改修を要するため、
専門業者への依頼等、通常の施設より予算と時間が必要

旧関根家住宅
※茅葺屋根劣化に伴う雨漏り対策の

ための防水シートによる応急処置

臨江閣別館大広間
※障子紙の劣化

臨江閣本館
※屋根瓦のずれに伴う雨漏り

施設の整備・補修



総社古墳群、山王廃寺跡、女堀の整備

山王廃寺跡 放光寺復元図蛇穴山古墳（総社古墳群）
葺石出土状況 令和３年度調査



整備前(昭和）
整備後（平成）

普及啓発、利活用(令和）

大室古墳群（大室公園）の変遷

整備済の一例



出土遺物を入れるコンテナで
満杯の鳥羽収蔵庫の状況

収蔵庫の一角で行っている
発掘した遺物の洗浄、整理作業

収蔵庫の現状



６ まとめ



文化財保護課では、市民をはじめ、多くの皆様が文化財に親しみ、
郷土への愛着の心を育くむ取組を強化してまいります。
そのため、基礎的な調査研究および情報の蓄積を進めるとともに、
市民への情報発信を行ってまいります。

前橋フィールドミュージアム
（文化財紹介専用ホームページ）

行政間の垣根を超えた
前橋・高崎連携文化財展



ご清聴ありがとうございました。

本日の協議事項

文化財の保護・活用を通じ
市民や子供たちの
郷土愛を育む環境づくりについて
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